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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】生物工学演習
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・5 年次
【担当教員】

赤羽 良一
小島 昭

【授業目標・教育方針】
英語の科学技術論文で使用する基本的単語、語句、熟語、を覚える。また、そこでしばしば使われる不定詞、関係代
名詞などの用法に習熟する。それらを総合して、基本的な、科学技術論文で用いる表現、学会発表等で用いる表現が
できる ( 書ける、発表できる）ようになる。

【授業概要】
１）前期赤羽担当分：教科書を使用し、英語の科学論文における、論文要旨の書き方、実験装置の説明、考察の仕方、
結論等の書き方、などを学ぶ。また、科学者のエッセイ（英語）、科学記事などから実際に使われている文章を抜き出
し、語句、品詞、構文の用法を学ぶ。さらにそれらの用法を使って英文を書く練習 ( 演習）を行う。２）後期小島担
当分：卒業研究のテーマに沿って、各自が説得力のあるプレゼンテーションを英語も用いて作成し、教室で発表する。
前後期を通じて、題材に使った事柄については、 英語のみでなく、内容について理解することも授業の目的である。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：英語で書く科学・技術論文、谷口、ら、著、東京化学同人。参考書：科学者のための英語口頭発表のしかた、
中山茂著、朝倉書店。その他、科学英語参考書、辞典については授業で連絡する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
前期の授業は講議形式で行うが、パワーポイントの使用やウエブを利用した授業も行う予定である。
後期の授業は、学生のパワーポイントによるプレゼンテーションを中心に行う。

【成績評価方法】
［前期］授業への取り組み度２０％、演習問題への取り組み（成果）３０％
［後期］各テーマに沿った プレゼンテーションの内容と発表態度５０％

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力

(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力

【授業計画】（授業名：生物工学演習）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 － 15 科学技術英語の使い方の演習 英語科学技術論文における単語、熟語、品詞、などの
用法と英作文の訓練

演習を適宜行う。

16 － 32 化学、材料、生物、環境等に関
する調査研究項目のプレゼン
テーション

パワーポイントを活用した文書、図表の製作、英文表
示による プレゼンテーション

毎回、数人の学生の発
表を行う。
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